
2022/6/10 2022/6/17 変化率
0.9193 0.9086 -1.16%
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2022/6/10 2022/6/17 変化幅
7.205 7.479 +0.274
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2022/6/10 2022/6/17 変化率
7,086.65 6,936.97 -2.11%
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13日のインドネシア国債の利回りは、米国の大幅な利上げ観測の高まり
から大幅上昇（価格は下落）となりました。14日に行われたイスラム国
債の入札の応札額は前回から減少し、発行額は政府の発行予定額を
下回り低調でした。債券利回りは投資家のリスク回避姿勢が強まる中
で、更に上昇しました。17日は、前日の欧米市場で景気後退懸念が再
燃し、株式市場が大幅に下落するなどリスク回避姿勢が強まったことか
ら、インドネシアの債券利回りは上昇しました。10年国債利回りは前週
末比上昇しました。

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2022年6月17日）

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2022年6月17日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2022年6月17日） 13日、米国の大幅な利上げ観測の高まりから米ドル高となり、ルピアは下

落しました。その後も株式・債券市場からの外国人投資家の資金流出な
どを背景に続落し、週末にかけて下げ足が加速しました。インドネシア中央
銀行（BI）は米国利上げ後のルピアの下落を受けてルピア買い介入を
行ったと述べました。また、スリ・ムルヤニ財務相は米国利上げの影響につ
いて、商品価格の上昇と経済回復を受けて歳入が増加するなど財政は
安定的であり、インドネシアの健全な財政状況により軽減されるだろうと述
べました。ルピアは前週末比対米ドル、対円ともに下落しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］

［債券市場］
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（対象期間：2022/6/13～2022/6/17）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］
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10日に発表された5月の米消費者物価指数が事前予想を上回る上昇
となったことなどから、大幅な利上げへの警戒感が高まり、米国株が急
落、13日のインドネシア株式市場もコモデティ関連銘柄を中心に下落し
ました。14日はセンチメントの回復が見られ上昇しました。政府はパーム
油の輸出促進を目的にパーム油の輸出の最高税率を引下げたため、パ
ーム油関連株は堅調となりました。週末にかけては、世界的に景気後退
への懸念が高まる中、インドネシア株式市場においてもリスク回避姿勢が
強まり下落しました。インドネシア株式市場は前週末比下落しました。
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